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飯 豊 中 学 校 

令 和 ５ 年 度 

第 ８ 号 

令和５年９月４日 

文責：金田孝善 

 暑
．
い中の熱

．
い運動会となりました。８月 29 日(火)、「本

気・感動・汗・涙」をスローガンとして開催した今年度の運

動会。猛暑が収まらず、熱中症対策のため全員走を中止し、

体育館の中での実施でした。生徒諸君の中には、物足りなさ

を感じた人がいるかもしれません。しかし、当日は競技に応

援に「本気」が随所に見られました。団体種目では声をかけ

合い心を一つにして取り組む姿。応援では幹部の大きな声や

全体の一糸乱れぬパフォーマンス。勝っては心から喜び、負

けては悔しさに涙し・・・。これらは、紛れもなく「本気」だ

からこその姿でした。 

 最初からこういう取り組みになっていたかというと、実は

そうではありません。実行委員は綿密な準備や声がけをし、

各組役員は応援を考え練習をリードする中で、彼らの熱い思

いが徐々に伝わっていきました。そして、そのリードに必死

で応えようとするフォロアーシップがあり、全体として熱気

を帯びていって、当日の「本気」の姿につながっていったの

です。 

生徒諸君は、この運動会を通して、行事の本当の楽しさを

味わい、仲間との絆を深め、また一つ成長することができま

した。加えて、自分たちだけでなく、観ている者にも感動を

与えるものでした。生徒諸君の「本気」に心から大きな拍手

を送ります。 

保護者の皆様には、平日のお忙しい中おいでいただき、励

ましの声援や称賛の拍手を本当にありがとうございました。 



 ９月１日(金)、創立記念式典を挙行しました。今年度で 

65 周年を迎えますが、加えて中津川中との統合からちょ 

うど 10 年目となります。節目ということで、中津川小・ 

中学校閉校記念事業実行委員長を務められた伊藤和憲様に 

おいでいただき講話をしていただきました。気づきが多く、 

心にしみるお話でした（概要は以下の通りです）。 
 

・中津川の面積は 198㎢で飯豊町(330㎢)の半分以上を占める(その 8～9割は山林ですが…)。 

・昭和 30年には人口が 3300人近くいた。昭和 42年に羽越水害があり、そのため白川ダムが

建設。45～46年にかけて 139戸・710人が地区外に移転した。 

・小学生は地区民に大黒舞や一輪車を披露。中学生はよさこいソーラン。生徒は、足にまめを作り

ながら頑張って練習をして発表。地区民から拍手喝さいを得ていた。 

・夏の雪まつり「スノーエッグフェスティバル」では、中学生が準備の段階から入り、心強い戦力と

なっていた。また、飯豊中と統合してからも皆さんの先輩が、合唱で素敵な歌声を響かせていた。 

・運動会や文化祭は、学校と地区が一体となって行っていた。 

・学校があって先生方がいる。地区があって地域の人たちがいる。家庭があって家族がある。みん

な助け合い、励まし合いながら生きている。 

・最後に、“What does think of Iidemachi?” 皆さんは「飯豊町をどう思っているでしょうか？」

もっと飯豊町を歩いてみてください。どれだけ町のこと、地域のことを知っていますか。今日は中津

川のことを紹介したが、皆さんが住んでいる地区にもそれぞれすばらしい自然や歴史・文化があ

り、きっと誇れるものがあるので、それを大切にしてほしい。 

・皆さんが飯豊中を卒業する時、飯豊町を語れる言葉を持って卒業してほしい。 

                                           ・私たち大人は、今、若い皆さんから未来を借 

りている。そして、地球を借りている。それを、 

少しでも課題を解決し、少しでも汚さないよ 

うにして返す。それが私たち大人の務めだと 

私は思う。 

・皆さんは飯豊町の宝です。 

 

 

 

中津川中との統合から１０周年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども県展 多数入賞 
 

◇山形県こども絵画展覧会 

    入選  １年 志田 大雅 さん 

〃   ２年 木村 友奏 さん 

〃   ２年 鈴木日向多 さん 

〃   ２年 原田 美來 さん 

英語弁論で快挙 
 

 ８月 31 日(木)、長井市民文化会館で西

置賜地区英語弁論大会が開かれました。

そこで本校から出場した 2 名が、素晴ら

しい成績を収めました。 
 
◇スピーチの部 第 1 位（県大会出場） 

  A New Sight ３年 大原滉二郎 さん 
 
◇暗唱の部   第 2 位 

  Limelight ３年 五十嵐彩矢可 さん 

明後日から各学年行事（１年：地域学習、2年：
修学旅行、３年：職場体験学習）が始まります。 
準備・ご協力、よろしくお願いいたします。 


